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近 着文献紹介

ー

）…t j山叫ん proce,di gs I 
of a Chathan乱 HouseCo托ference,Bellαgio, I 
16-24 September 1.963. London, Oxford Univ目E
Pre,,, l !i(i-1. 自

1963{j二＇1I j ，モ湖畔の J ' j > ,jで， イキ ＇！ i, I－包崩際
問題研究所主催の世界貿易の方向に関する会議が闘か

れ， 日本の者＼I留重人，アメリカのキンドノレパーガ一等，

欧米，ソ）塑去、よび低開発国等から19人の箸名な経済学者

が参加Lf二J 本書は，この会議のために準備，＇： j!_と七つ

の論文lこそj; f，：めぐる討議の喪主！Jを付したもJペある。

A. Maizels f工業国の輸入傾向J,J. H. Richter i (~ 

産物質劫政策の以省J,A. G. Hart 11次産品輸出収益

の変動 i. H際的補償組織 ρI. （~. Patel 1・ ［ーたiじ途上に

ある国？の付itJU,C. Mil出 Iw；：開発諸l}-J,ni,v川こ対す
る市場， J岨 R"y’er1ガザノ；、，:IJ1[',J題、一位件以μ機構の

は斧_J, (;. Blau「1次産品輸出収益と経済成長・」。

以上がその7論文であるが，この会議の目的は，低開

発00問；，'1-)C!i科UkをめざすtU't十桜守政策にrt11乙 その最

も有望な JJ1i',J：＇.確認しようと十るものであ Jj二 社会一主

義閣から資本主義法lにわたる種々なJ.張をもっIll席宥が

｛氏開発｜却に対する新しい経済政策の主要点lこっし、て，致

をみるて－－－~ 1）てできたとし、ち士とは大きな成功といわねば

ならなL、 .t f二，この会；：たの！え県は，国連｝1¥J;I)再発会議

の事務J"J:z_;I；令として採用 iiし努加各国政府f._::_j竺付され

た。ここに収録された諸論文はまた， 1964年ガット会議

での西側世界間の関税一括引き下げ交渉にも影響をlj.え

ている I （；主in)

山れe. eco 
l恥＇.－， achs品川り仰い川 m
Pub. House, 1%4, 196 p. 

低開発ぷILI凶家資本立，j'j,,; ）特性と経済制l".におけるそ

の機能士、 民f;-lgnacy ~acl出；主とくにぷ共 l'H,i"J企業の

経済活必I叫ん／i.をおいて与以しだ。その｝JiL、i上政治経済

学，社会学，経済史の分野に及ぶ。 19fi0o'.f'二にヂリ一大学

に提出した学｛立論文に基づくもので，）尿符はポーランド

凶書資料部

穏による SektorPanstwowy a Rozw6j Gospodorczy 

(War同 w,1961）。著者は外交官から学究にはいった経臣室

内山之で，現在i立ワルシャワの CentralSchool of 

l'ian川ngand St山はicsの教授であり噌同時iこCenter

of ［む世archon l Jndcr-developed Ee，》nomiesの所長む

もある。

第 i～2章では経済的後進性自己資本主義の不均等発肢

とWiJ吃地体制tltこ｝爪＼±，IJるとし， 王一i)）概4念規定と著；f乙I)J j 

+Ji ! ) i）えを砂j確｛ヒI, -＞」、で低開4在l母(I);c 
，；，向じC，先進資本どお国の歩んだ Ii1i iJ4的」発展山道を

とりうるかという陪Jv、に否定的回答を与える。第3箪で

は低開発経済を前資本主義的部門と資本主義的部門に分

け、 1'1lj者から絞－斤への移行過程における資本蓄積の〆力

ヘJ、を公共， h'.llll，外国資本の汗ifl＼門の機能との関述

でモデル化L，倒家介入の必要性を明らかにする。第4

訟は先進国の｜説家資本主義ないしは国家独占資本主義と

れllfl発国の国家資本，1:義の相違点在述む後者の濯場（1'J

fW!1!11 とその条｛午全指摘する。第 5~ はfJ1:開発国の公 Jt 在日

l"Jノ）香櫨ノミゲ」 Lをその経済活動分肝止収益性の1,i;ijJiお

よび政治勢力によって図表化し，具体的分析のトウール

とし亡公共部門の二つの純粋パターンを析出して便宜上

i 11 l記型J,iイ／ド明iと名づけゐ.c.r,(i章からは低開発
ぷ［11の公共部門ノ、ケーンの分析にはL、り，まず「日本型J

では明治維新後の日本の経済成長を諭じ，この歴史的経

験を低開発国が再生できるかについては，前者の園内お

よび国際的条件の特殊性を指摘して否定する。さらにこ

ωパターンに.t, Cパキスタンの画家資本主義全機バす

く戸、第7章では［インド型」によってインドの国家資本

主義を植民地時代の計画化思想の創成期から独立後の産

業政策決議， 5カ年計画，固有化と公共部門企業，金融

制度などにつ、、ご／＇；察し，純粋 Fげー〉と現実との｜鳴き，

}(lfil資本家の iI i本＇f,'IJ；志向のITfJ ：を指摘する。ば；お，・f今

、；t r I i本'.S'Jiと （ンド型J.l:: (l)jl¥ 起ないしは交付、山
本例としてブラジルとメキシコの問題にふれ，最後にこ

れらの型による経済成長の評価を行なう。 L浜口）

l lヲ
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州＇ Illfor Africa southザ theS11h,1u1; f>ro-1 
川 clingsof d 岬砕re1れど l,dd/,y the Inter-I 
11<1 tiυnal Economic j可川・iat川＂・ London, I 
l¥ h,cmillan, 1964, 7 44ド Z

1961年にアジスアベパで聞かれた幽際経済ι手会アフリ

カ地域会議に提出ミれた報告，ならびに対論要約を収録u

第l部には地域別報告，第2部には斗：遡別報告を収めて

いる。アフリカ全域は， ECA （国連アブリカ経済委員

二三）のじ J.Lig血art，と B Alil山に上るアフワカ諸国

山れ済構造の変動を，メキネマ c:!!lt :_ tc乙，，ら分析した

W;t「l，編者E.A.G. Robinsonが）＇ ・.1 IJりの経済発裂

がjlじ代以術導入に多く依存すζiこ土を小心に，現在のア

ノ ii力説済の諸特質を指摘 j＇れな； l店1；；こ；t，このほか，

コンゴ，東アフリカ，フランス語圏アフリカ， 113イギリ

ス領商アフリカ，アンゴ‘ラ，ローデシア・ニヤサランド

連邦，南アフリカについて，各地域経済の専門家が報告

している。

；；；コ;'ffkl:，問題別にアプト－ .f-＇.，人 11、労働，教育，

（（主流：i:1先誘因，資本形成， l ,,k,•t ，＼，＇，良弘、 lit界経済との

｜羽J也氏業開発，鉱業，大HI￥な：i業，，J.1Jim工業，金融・

財政政策等に関L,17報告が寄せ心れコ〆人報告者に

;.t :-i. I J. Frankel, P. T. Bauerち A T. I＇引に ock,vV. P. 

Stolper, J. Vaizey, J. J. Spengler, S. Enkeらの名古1］が

見られ，討論にはアフリカ入学者もかなり参加している

（中村〉

目V. K. R. V. Rao, J，ふりSOIi出 onοmicd.,,,cfορ. ii 
E川υ，tラ Bombay,Asia l'uh. !Jou，仏 l'I付4,333p. I 

¥' F. I<. V. Raoは現在t土手界全治き守 インド政！M.il・

[il1i奈は会のメンバーとして政策：／1プ安に参pl1iしているが，

イtド内外の経済学に対す己反ω、i土大きν｝本書i土，そ
の数多い著作のなかから，とくに低開発国の経済発展に

かんする理論的問題，国際経済問題を扱った12論文から

なり， 1943年に行なったデリー大学教授就任講演 l経済

活動の性格と目的Jから1963年にジュネーフでの国連会

議で発表した「経済成長の人的要因Jまでの20年間に公

にされたものである。ほかに‘ ケイ Jどの乗数理論を低

IJH在任o'i；こつヤて検討した {Jt開発経ifrにおける投資，

!'Ir i'} ,tc;上びその乗数I，完全｝（（）＼］c'>!J':［，出仁氏開発経済に

遇illできるかの［完全雇用と佐川m任ラ iJ今業国と鉱r,w
発国の実質国民所得の比較nJ白色悶J，彪凶弾発における

赤守t財政の役割を考察Lf氏｜銅発経済の'1J：字財政と制絡ヒ

ヘイヴィアとの関係モデノレを公式化した（低開発経済に

116 

:rsけζ3資本形成の赤字財政と価格じへイヴ fア！‘「価格
政策と粍済発MJ，自由主義社会での経済開発li:-論じた

i'.! JJと開発挑戦j，経済開発tこ不1iJ欠である社会経済

｜竹下部機構獲備の諸プロジェクトの資金供給吉行なうた

めの国際機闘の問題を扱った「国際開発機関のケースJ,

「経済開発の国際的援助一一可能性と限界J，「経済開発

のための国際的余剰食横援助」，経済哲学を論じた「経

済的ユートピアについて」などを収める。 （浜口〉

けttoSchiller, A.grarstruktur und L1grarre-ii 
f川／／／.i＂ιl，’M Liindern Siid uncl Siidostasiens, I 
llamhurg，ドaulParey, 1964, l:~1< p. I 

衿；ミーは十leidclberg大学 SiidasienJnstitulの農政と

農業社会学の教授。 FAOの専門委員， ドイツ政府の代

表，政府の委託調査， Benares大学の客員教授などとし

て，綾i庄の10年間のほとんどを，インド，パキスタン，

東南アジア諸国に滞在，歴訪している。本書は南．アジア，

東南アジア諸国の農業状態、を判断する資料として，これ

んii古川の農業機構と，土地改革を概観したものご，先に

I>，山 1,t山t1ifwr Landwistschaft誌に発表した“Agrar守
山 iL村山口日 undAgrarreform in lndicnぺ“Problemder 
九grarstruklur und Agrarreform in den 出 iati、chen
Linrlcrn", Tei! l～2の3論文をもとに， 111奈の成地調

査旅行で入手した農地法，土地改革，移植，組合組織，

農業金融等に関する最新のデータを加えて 1篇とした。

インドの農業問題に紙面の3分の lをささ，さらにその

他10カ闘の土地改革の要点を比較概説している。台湾を

}Jllえた引は‘ブィリピンとの対比が， i也のアジア諸国の
1/',l組を山Wi'.-t7a之めにも寄与するところが多いん‘らであ

る，（／Jllf/;主）

I Ric 
ings o河 taxationin dev’elopi，才1gcountries, Bal 幽

timore, Johns Hopkins Press, 1964, 556 p. 

開発のおくれた国々の財政問題，なかんずし租税と

開発に関する論文集。ただし新しく審かれたものではな

く，既に発表された著書，論文の中から，抜粋あるいは

内総Lfこものに 選ばれた33編の論文は，経済開発と対政，

iじいtHd士山I）度、冴得税，消費税と取づ［税，地）j財政と地

rn司総／1＼入札共同市場，徴税行政，技術採wりなどの問
',zil)i]i こ；／；，j1,k ，~＇ f.t Cいる。論文のテーマは， fH.:l}i］発同一般

をみjf裂とし，に十のから，アジア，アワリ力，弓子ン・アメリ

カの特定’の問のケースソ速や日本の事秒1］まで幅がひろ

いJ 論文は， W 目W.Heller, C. S. Shoup, J. R. Hicks, 
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N. Caldor, A. 0岨 ilirshman, S.S. Surr,•y など学す，行

政官によるもののほか，間違，世銀をはじめ，国際機関

のw；＇，書類の :'mt，合:titC1，、るe をおこ83，＇，まの能 3見付
き丈市i、リストど収録。なお，本書は ilarvard大・／；t・手：

部の組税に関する国際的研究プログラムの一環として司

さ；，， l'li,2年に111i Iされた !ii/Jli旬rapliy吋 Ita:c山川 in

u11dcrdeveluj,山Imuntrfr.，；こ t ）＼，、で11Jir Lよれたと.J）とあ

る。 （原田）

沿い1intTax l'n〕gram():¥SiIDB, Frnal sur,・,y 1 

1げPanama；ρroblemsand proposals for r，げO・ I 
I rm, Baltimore, Johns Hopkins Pres凡 1%,J,I 
i '.!l'.!p. 警

( lAS (Organization of , ¥merican Stales）と lDH(lnter

American Development Bank）は， ECLAの協力a:併
でラテン・ γ メリカ諸lf1の対政機倍強化を!cl(!'J －＇~寸る

Joint Tax Progr日m なるものをブ0. ＇／・デノレ・・－，えテ

会議に先立つて1961年の5£に組織した。以後2年間， l11J
Pro品目m は， ［二，.〕目的iこそ，， .て 1961句会ぷブエ’ i,i'イ

レスて温税行政宗議を， l'Hi＇.！年末サ ／ r vゴでlljH交政策

会議をと開いて，ラテン・アメリカ諸凶の取り組むべき税

制改革の方｜占I-，：了を行なう／J.Jこわら、｛む）j，ラキ〆・ア

メ1) 1；各国の1wx機構のcaUflll，包調査を実胤してi'rlki(J特
徴と問題点を摘出し，改革の具体案を作製すべくl百卸Jを

ille y.丸、る。これらの調夜、／）第1冊が べ｝－－7在阪．た

本hl：あるo ノ1、i長沈々 とそ（／）f也のラ「〆．アえ，＿， ！； ；キ倒

の税#i1Jないし財．政に関する調査書が山されるはずであ

る 1こ書の構！必＇.： it、第1f,で「l！才政間早dとi次1立のr土めの諸
苦誌－末 lでパナ

する改革案を概j舌的に提示したあと，第2主主「所得脱」

p下?.fil3章までは税の種類別に，その構成を詳細に調査

しヲ での各々に J＼，、て， 1！えj立国のメ〆ハーと P山 1 .・¥me 

rican Union Public Financ巴 UnitとのJtl,i］製作になる

勧件を行な J ている。 （竺宅）

I u. S.恥 part
臼atis
ll.C叫 1引，；3_ 64p. 

アメリカのが働省労働ザc,;I J日iが，［1.＼胤摘発対（へID)

と協力して作成している「諸国労働問題」シリーズの l

Hit, I J’働統illJ,,l の外国~Nvi 事情部の＼Villiam t；川町が

間五：を担当lて L、る。調五山大半は、 1%2年中旬l七でに

ゾ己γしたが‘その後1%:i,,.f)]めまでの状態にも六段して

l, ・., 

イン iご下νアは世界貨店5位の人IIを有し，その労働力

の潜在力は大きい。しかし，資源が豊富に存在するにも

かかわらず，深刻な労働問題にH支出している。イン F不

〆アも，他の新興諸問と1,;J様に社会的・紅i角的限界，

とくに熟練技術者の不足になやんでいるO 政府は，この

仁うな状態をう短時1/¥Ji人jに最短h'l•i維の方法と外!Jil援助と

で，改善Lよ台と努めてL、るO

本報告は，労働力についてあらゆる面から検討を加え

たものでラ i也JI主的.I-ft史的条件の械略tこはじまり，政治

j';'J.経済的・社会的要国など、の外部的諮要因を検討する0

') ，，、で，労働力構成，失業，熟練，生産性，訓練などを

労働力主体について湾察し，労働基準，立法・行政など

の制度，賃銀、労働時1111，生活水準等の労働条件，組ii'

組織の発燥などをとりあげている。 (jlj!J) 

雪U S. Dι‘pt of La 
I cti《ど／IIルi-u.Ja11! F 
喜72p. i 

本誌6JIけで紹介 L./.: Lahou r I山 U and Jnacti出仰

ぐ，y’Iοnの姉妹籍。 f メリカの除外投資家が現地人をim五

mする際の手引きとして，アメリカ労働省労働統計んiが
i!J 汗する九い~¥;iJシリトズ（塁王子リ！ら）で，アゾ「諸国では

このほかち ノィリピンi誌があるり

この調査はi叫んi係官MichaelB. Zuzikが担当し，1963

wーまでのの：外公館報；If，政府刊行物等から取材している t
本書i土，本文4告1114阜、付録；iからなる〈出 i部「i十l

と労働者」では，地理的・政治的・経済的条件，国民と

その文化、教育，保健守；｝の基本fドj条｛＇Iニを概説L，第2l干~

！政府ととノj似＇JJでは Ti’働行政機構，労働政策，労働訟

の概要が述べられている。ついで第3部「労働者と経蛍

者jでは，ヴ：’使団体，労使関係，労使調整機構が述べら

れち最後ぴ〉弘、4部「労働条件J Cは，雇用mri，労働i・.'J'

問，割増賃金，賃金，諸手当，安全衛生，災害補償，社

会保険等の労働条件全般についての現状が簡潔に叙述さ

むてu、る y なお，付録A, Bは‘労働組合・経営者団体

の一覧表， Cは，台湾の労働問題についての事項別資料

一覧となっており，さらに調査を進めようとする者の便

利を図つぐいる。 01') 

tion l》yD. G. E 出 II…am Djamba-l 
tan, 1 %4, 92 p. 

i川品uth-
1,;J ・II＼版社から刊行されている地域別地図シリーズの

況は巻 （！1tlasuf the i-lrab world and the A1iddlど

l 17 
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J,;astが第 l志1 ［われわれは、人「しうるテー γから，

A背にと pて非常に草要性のあるものを選択するように

努めたυ われわれは，地図を読みづらくするような U川

muchと，地図からその特殊性を総うような toolittleと

l・＇＇ち Iうど'I'li',Jをjlらったj斗掃fiはしがき）とし、うにう

に，あまり大；jf;·,·.•·,t ないが， .fiJill I_ Tすく作（，jLC，、斗υ

総，l+1:ioのl出凶作4ページ）はすべて着色地｜測で，絞｛｝J
に，東南アジア全j戒を，つぎに各国別に，さらに半組目lj

に分けた地［XIを」・：以している ヒ題別は，気候、 {j/＼物分

イIi，土地和JI日、 J主： 種族， 人［｜‘鉱業，工、t.交也
£要都市市ti，凶を収めているu I J.< ;. E. Hall ！ロンドン

大学名誉教後， 11history rゲ品uthEast A、ia,2nd ed.司

1964など東南アジア史に関する箸作多し）による紹介

；士東南アシ〆，i）哩史的発展企こく僚単にまと ！わたりワ，

( lli:J) 

ed., Af1fr岨 :oイ一ialiぷF
I Willi, 
I》ress,I <Jii l、；，13p. ぷ

社会主義itこんにち，ア－； ＇） 力；こおし、ても， i1if!<f，；苦i賓

の建国のビジョンの問題として提起され，とりわけ経済

的自立を達成するための具体的な問題となっているうそ

れは，これ，・，おl頃！i司が経済の向准nをJt',急にc'Ji!xJるた

には，必Jt(;fWJの開発をFIJ治とする，政府による強力

店経済開発＂［ 11l1i士必要とし、しろん込らであるの y rリカ

では，特に伝統的に＿U也が共同体の所有であり，社会的

義務，平等の観念が発達してヤたこと，および揃民地主

誌に結び~，，， J行本主義にけすJId惑からむこT: ふノ＼の

I見近感は5rt1,. Uわれるo ~- rウ、L－，フリカを）よ撚ごして

提唱される社会主義は， l階級分化の未発達などの，この

地域の社会的な発展の独自性を反映して，自らその内容

も1目＼自性を持つと考えられる

本書はこし＇）土うな“アプリり位会主義”』こ〆ハ。亡し’）各

)jj遍からのII命とを収録したものである。まずおI音I＼では

その定義と内容を， W.H. Friedlandと C Morseが社

会学・経済学の見地から， LKopyto丘が人類学， D

NelkinがrJ会L／~思想、とノ、ン・ア 7 ソカニスムどの！司係

Hら， M ］｛什1,じrt、はフェピアシjιりとの開通： tsKび
I. I. Potckhinはソビエトの立場から論じてU、る。 A R. 

Zolbergは各国政府代表者たちが，“アフリカ社会主義”

を検討するために集まった1962年のダカール会議の内容

：’報~.. mコrmぐは政治，経済，mモの相違方、，，'L上れた
“アフリカrl.:'.:,L義”の多段け士ゲーナ（C.Iぜgum，‘ギ
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二 f，セネガル（C F J¥ndraim），マリ（K.W. Grun《lyy,

グンガーニーカ（F.G. Burke）の5力闘をとり上げて具体

的に対比してL、るハ

付録Iにはエンタノレγ大統領に大きた影響を与えた、

( ;eorgc I’admoreの“γ7リカ宇土会iム義”について三段
L ／こ恥iljのステートメ L トの抜粋が．付録立～羽lこ；上二

エレレ，ディア，ムボヤ，エンクルマ，サンゴール等，

アブリカの指導者たちの“アフリカ社会主義”に関する

i張が渇載されてしる

!di$¥11＼者 のめiedlandl土コーネyした字、工業・労働関

係部！”！準教授，長山ergはカワフォル二ア大学政治学iji'.

教授吻および国際問題研究所アフリカ研究委員会議長で

ある。 （今井）

議.1，》hnLust comp., index Sinin，ち Iク20～1955;~ I ' (.I i》t用odicalsand other collectiv’e publications ， 
Cambridge, England, He妊er,1964, 663p. ll 

H"I".諸雑誌にぬ桜δJl..る中国関係の論文や記事ftば

：大な数量iこのほ仏、これらを追求しても長くには，ハL

7←ィれしかも包J点的なピプリオグラフが完備してLな

ければならなヤ。；本著書はそのような婆求を満たしてくれ

るものの一一つ。 19以）～55年の問にヨーロッパ諸国語で発

火i').cfニ論文・記事約2ノiタイトル:'i::l¥＼／.録している。けを長

Jt包J1，£には現在の中出領 ifごけでなく， l11！バの影響下にあ

った！ムj辺の諸地域も含む。分類は， Chinain iVestern 

Literature (Yuan T'ung・Iiが作成した単行本のピブリ

オグラブィで，対象期間は1921～57年）に準じているの

乙 1,t,j什を併用するのは察め。巻末に宮内索引がつL、仁

L、’J

なお，本書：の続篇は10年を単位にして刊行される予定

になっている。 （村野）


